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第１章　ヨハンナ・シュピーリの生涯
　1827 年６月 12 日にヨハンナ・ホイサー (Johanna Heuser) は、７人兄弟の４番目の子供と
してスイスのチューリッヒ湖の南の小さな村ヒルツェル (Hirzel) で生まれた。父親のヨハン・
ヤーコプ・ホイサー (Johann Jakob Heuser, 1783-1859) は、ごく普通の農家の出身であったの
で、医者になるのにたいへんなエネルギ－を費やさなければならなかった。彼は、その頃無
医村だったヒルツェルで開業し、1821 年にヨハンナの母親マルガレーテ（通称メタ）・シュ























シュピーリ (Johann Bernhard Spyri, 1822-1884) と結婚した。２人は新婚旅行でワイマルへ行
き、ヨハンナの尊敬していたゲーテの住居を訪れた。夫のシュピ－リは、内向的な性格で、自
分に負わされた義務を綿密すぎるほどに正確に果たす法律家であると同時に、チュ－リッヒの
「スイス連邦新聞」(Eidgenössische Zeitung) の編集者を務め、1868 年には市の文書官にもなっ
た。２人はそれ以後ずっとチューリッヒに定住した。その頃のチューリッヒでは、マイヤー
とならぶスイスの代表的な詩人ゴットフリート・ケラー (Gottfried Keller, 1819-1890)、音楽家
のリヒャルト・ワーグナー (Richard Wagner, 1813-1883)、そして哲学者のヤーコプ・ブルクハ


























あった、ブレーメンの牧師コルネリウス・ルドルフ・フィエトル（Cornelius Rudolph Vietor, 
1814-1897）が彼女の才能を見い出し、社会事業への寄付を目的として創作するように示唆し
たもので、ブレーメンで匿名で出版された。『フロ－ニの墓の上の一葉』(Ein Blatt auf Vrony's 
Grab, 1871) である。彼女自身は売れるかどうか不安であったが、予想に反して、この作品は
大成功になった。それにつづいて『父の家へ』(Nach dem Vaterhaus, 1872)、『迷って、見い
だされて』(Verirrt und gefunden, 1873) などを出版した。彼女が書いた最初の児童文学作品は
「ジルス湖とガルダ湖のほとりで」(Am Silser- und am Gardasee) と「ヴィーゼリの道はどう
して見つかるか」（Wie Wiseli’s Weg gefunden wind）という２つの中編を『ふるさとを失って』
(Heimathlos, 1878) という題名で匿名で出版された。これが「子供たちと、子供を愛する人
たちに贈る本」(Geschichten für Kinder und solche, welche Kinder lieb haben) の第１巻として、
次に第２巻が『遠近から』(Aus Nah und Fern, 1879) という名前で、「母の歌」(Der Mutter 




ある 1884 年に至るまでの著作『ふるさとを失って』(Heimatlos, 1878)、『グリトリの子供たち
はどこへ行ったのか』(Wo Gritlis Kinder hingekommen sind, 1883)、『グリトリの子供たちはさ
きに進む』(Gritlis Kinder kommen weiter, 1884)、『ジーナ』(Sina, 1884) が含まれる。この後、
彼女はなお『やぎ飼いのモーニー』(Moni der Geissbub, 1886)、『彼女はどうなるのか』(Was 
soll denn aus ihr werden ? 1889)、『どんな子でも人を助けることができないほど小さくはない』






(Heidi’s Lehr- und Wanderjahre, 1880) と第２部『ハイジは学んだことを役に立てることができ








ム・プファイファー (Wilhelm Pfeifer) の３枚の木版画が付き、のちにヴィルヘルム・クラウ










ナー (Erich Kästner, 1899-1974)、マーク・トウェイン (Mark Twain, 1835-1910)、アストリッ
ド・リンドグレーン (Astrid Lindgren, 1907-2002) らと共に人気の先頭に立っている。













































































































































































































































































































































































































































































































1871, Ein Blatt auf Vrony's Grab　『フローニーの墓の上の一葉』
1872, Nach dem Vaterhause!　『父の家へ』
1873, Aus früheren Tagen.　『幼いころから』
1872, Ihrer Keines vergessen.　『彼らの一人をも忘れず』
－125－
1872, Verirrt und gefunden（Aus dem Leben）（Erzählband）　『迷って、見いだされて』
1878, Heimathlos.（mit den Erzählungen Am Silser- und am Gardasee und Wie Wiseli's Weg 
gefunden wird）　『ふるさとを失って』（「ジルス湖とガルダ湖のほとりで」「ヴィーゼ
リの道はどうして見つかるか」）
1879, Aus Nah und Fern.（mit den Erzählungen Der Mutter Lied und Peppino, fast eine 
Räubergeschichte）　『遠近から』（「母の歌」「ペッピーノ、あわや強盗事件」）
1879, Verschollen, nicht vergessen. Ein Erlebnis, meinen guten Freundinnen, den jungen Mädchen
　『消息は絶えたが、忘れずに』
1880, Heidi's Lehr- und Wanderjahre.　『ハイジの修業と遍歴の時代』
1880, Im Rhonethal　『ローヌの谷で』




1881, Heidi kann brauchen, was es gelernt hat.　『ハイジは習ったことを役立ていることができ
る』
1881, Ein Landaufenthalt von Onkel Titus.　『ティツスおじさんの転地』
1882, Kurze Geschichten für Kinder und auch fur Solche, welche die Kinder lieb haben.（mit den 
Erzählungen Beim Weiden-Joseph, Rosen-Resli, Der Toni von Kandergrund, Und wer nur 




1883, Wo Gritlis Kinder hingekommen sind.　『グリトリの子供たちはどこへ行ったのか』
1884, Gritlis Kinder kommen weiter.　『グリトリの子供たちはさきに進む』
1884, Sina　『ジーナ』
1885, Aus dem Leben eines Advocaten　『ある弁護士の生活から』
1886  Kurze Geschichten für Kinder und auch für Solche, welche die Kinder lieb haben. Zweiter 
Band.（mit den Erzählungen Moni der Geissbub, Was der Großmutter Lehre bewirkt, Vom 
This, der doch etwas wird, Am Felsensprung und Was Sami mit den Vogeln singt）　『子供
と子供を愛する人たちのための短編集』第２巻（「やぎ飼いモーニー」「おばあさんの
教え」「ティスは何かになる」「大岩」「ザーミは小鳥たちと歌う」）
1887, Was soll denn aus ihr werden ?　『彼女はどうなるのか』
1888, Arthur und Squirrel.　『アルトゥールとスキレル』




1889, Was aus ihr geworden ist. Eine Erzählung für junge Mädchen.　『彼女は何になったのか。』
1890, Cornelli wird erzogen.　『学校へ行くコルネリ』
1890,  Keines zu klein, Helfer zu sein　『どんな子でも人を助けることができないほど小さくは
ない』




1894, Eine vom Haus Lesa.　『レーザ家のひとり』
1901, Die Stauffer-Mühle　『シュタウファーミューレ』
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